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　9月13日（火）
　ゲストスピーカー
　千葉西警察署生活安全課課長
　河野敏之氏
　「千葉西警察署管内の犯罪情勢について」
　12:30点鐘　東天紅　

■ ニコニコBOX
・海寶…誕生御祝を頂き誠にありがとうございました。

・花澤…結婚祝いありがとうございました。

・宮間…良い事がありました。

・真野…誕生日、結婚記念ありがとうございました。

第1941回【2】2016年9月6日(Vol-9)

■ プログラム委員会担当卓話「私の故郷」お国自慢
前 野 拓 郎 会員
　お国自慢 Part1 ～京都編
　私の故郷は、京都どす…、と言いましても小学４年生の時までですので、子供目線でのふるさとは語れますが、
　大人目線での京都は一切語れません。おそらく皆さんの方がよっぽど詳しいのではないでしょうか？出生地は
　京都府京都市伏見区深草稲荷御前町８１－１という伏見稲荷大社の近所です。千本鳥居が近くにあり、周りで
　遊んだ記憶があります。ご当地グルメとしては伏見稲荷の門前グルメで「すずめの丸焼き」です。一羽をおし
　りから串刺しにして、焼き鳥機＆山椒で頂きます。脳みそはまるでレバーのような食感、胴はあまり肉感はな
　くパリパリした食感です。このスズメはその辺を飛んでいるスズメを捕獲しているのではないようです。
　じゃあどこのスズメなの？、という話しですが、猟には免許が必要でスズメは国産です。12 月ごろが最も脂の乗ったスズメが
　出てくる食べごろだそうです。500 円くらいで売られています。この前、富士見の鳥貴族に行きましたがメニューに有りません
　でした。家庭の味は、お正月のお雑煮です。白味噌にお餅、さといも、鶏肉、人参がベストです。関東のお醤油のお雑煮はあま
　り美味しくありません。
　お墓は東本願寺の裏手の山の中腹にあり、遠く京都タワーも見えて素晴らしい景色です。
　言葉は中谷さんのコテコテの関西弁ではなく、今ではすっかり関東弁です。
　問題です。「おいでやす」「おこしやす」の違いは解りますか？おこしやす
　→少し改まった場面で使われます。わざわざ遠方からきてくださいましてようこそ、
　お越しくださいませ
　おいでやす→もう少し気軽に、良く会う人に対していらっしゃい！よく来たね。
　こぼれ話～運転免許証に本籍が載っているころ、違反をして警官が違反切符に情報を
　転記しながら、「本籍、漢字が多すぎるっ！」と文句を言われました。
　お国自慢 Part２～新潟編
　小学校 5 年～中学校２年までは新潟県長岡市関原町とても雪深い町で、
　よく雪かきをしていました。田中角栄の実家が近くに有りました。
　ご当地グルメは、のっぺい汁、笹団子
　こぼれ話～隣の県（山形・福島・群馬・長野・富山）が山向こうで全く見えませんでした。
　隣の県が見える千葉県は素晴らしい！中学校３年～千葉県千葉市です。

三 上  　浩 会員
　私の生まれ育った故郷は、津軽平野のど真ん中、南津軽郡藤崎町です。この町は弘前市の北側に位置し、県庁
　所在地の青森まで 40 ㎞。北緯 40 度、東経 140 度あたりです。北に八甲田山、南に岩木山を毎日仰ぎ見な
　がら暮らしておりました。北国・雪国といえばスキーはお手の物と思われそうですが、平野育ちですから山が
　近くにないもので、スキーといえば家の屋根から直下るしかできず、曲がり方を知りません。昭和 40 年代に
　スキーをなさっていた方々がよく耳にした「オーシーハイル」という歌をご存じないでしょうか。“岩木のお
　ろしがふくなら吹けよ　山から山へと我らは走る”という歌です。その山々のど真ん中が私の故郷です。
　藤崎町の自慢を三つ。一つは津軽リンゴを代表する「フジりんご生誕の地」です。二つ目は受験生のお守りと
　して少しもてはやされた「落ちないリンゴ」の発案地であることです。三つめは白鳥の飛来地であることです。白鳥は最初のこ
　ろのエサはリンゴの皮でしたが、街人が食パンなどやり始めたら、リンゴの皮は食べてくれなくなりました。
　この藤崎町は、古くは城下町で、安倍・安東両氏が治めていた地域ですが、日本海の海運が盛んな時代は、大阪・京都の物産の
　要衝の地であり、津軽の歴史はこの町から始まったとも言われています。
　津軽というと雪国でさぞ大変な雪が降ると思われているかもしれません。小学校 6 年生、東京オリンピックの年だったかと記憶
　していますが、2階から出入りしたことがありました。電柱が2～3m位に見えた記憶があります。この頃はせいぜい１m位でしょ
　うか。春先には雪の下の氷をつるはしで砕く作業を強いられます。5㎝位の氷をはがすための労働です。ほかに雪で思い出すのは、
　高校の野球部 3 年の時、桜まつり、ゴールデンウィークの直前まで 60 ㎝ほどの雪がグランドに残り、市内大会に間に合わせる
　ために必死に、穴を掘ったり、灰をまいたりしたこともありました。
　このような故郷ですが、両親が亡くなってからは間遠くなってしまいました。
　近頃、吉永小百合さんが出演しているコマーシャル「鶴の舞橋」が出てきます。
　これを私は見たことも聞いたこともないほど津軽音痴になっています。
　定年を無事に迎えることができたならば、山の神と一緒に名勝地を巡ってみた
　いと考えている今日この頃です。
　以上をもってふるさと自慢と紹介を終わります。ご清聴ありがとうございました。

すずめの焼き鳥

鶴の舞橋


